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特 集 1

       　
流
山
市
社
協
で
は
、流
山
市
が
昨
年
度
策
定
し

た
高
齢
者
総
合
計
画（
平
成
１８
年
度
〜
平
成
２０
年

度
）の
中
で
、「
日
常
生
活
圏
域
４
圏
域（
主
に
２
中

学
校
区
域
）に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

民
間
活
用
の
視
点
か
ら
こ
れ
ま
で
の
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
実
績
が
あ
る
法
人
に
事
業
を
委
託

す
る
」
と
い
う
方
針
に
基
づ
き
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動
や
在
宅
福
祉
・
地

域
住
民
へ
の
相
談
支
援
事
業
を
ふ
ま
え
、新
た
な
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
と
総
合
相
談
の
機
関
と

し
て「
流
山
市
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

受
託
し
、昨
年
４
月
に
開
設
し
ま
し
た
。
 

    　
ま
ず
、私
た
ち
は
、①
住
民
②
関
係
機
関
③
利
用

者
・
家
族
の
３
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
幾
重
に
も
重

な
り
合
う
「
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
右
下

図
イ
メ
ー
ジ
）の
形
成
を
目
指
し
、そ
の
た
め
に
積

極
的
に
地
域
に
出
向
き
、支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

の
説
明
や
協
力
要
請
な
ど
を
通
じ
て
、様
々
な
地

域
の
社
会
資
源
と
の
接
点
を
持
つ
こ
と
か
ら
は
じ

め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

　
①
の
住
民
サ
イ
ド
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

や
地
区
社
協
の
会
議
、ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

等
に
積
極
的
に
出
向
き
、介
護
予
防
の
必
要
性
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
何
か
な
ど
を
説
明

し
な
が
ら
、「
何
か
心
配
な
高
齢
者
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
ら
お
気
軽
に
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。一
緒
に
動
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
協
力
を
お
願

　平成17年6月の介護保険法改正（平成18年4月施行）により、「介護予防」が強化されたこと

に伴い、高齢者に総合的な支援をするため地域包括支援センターが設置されました。 

　地域包括支援センターは、包括的支援事業等の実施や各種援助により地域住民の保健医療の

向上および福祉の増進を包括的に支援することを目的とする「機関」であり、市町村が設置でき

るほか、老人福祉法に規程する老人介護支援センター（在宅介護支援センター）の設置者その他

厚生労働省令で定めるものが、市町村の委託を受けて設置できるとされています。 

 

①介護予防ケアマネジメント 
　要支援1または、要支援2と認定された人や※特定高齢者（要支援予備層）に対し、 
介護予防プランの作成と、そのプランに基づいたサービス利用に関する支援を行います。 

②総合相談支援 
　高齢者やその家族からの介護に関する相談だけだなく、 
高齢者の福祉や医療など高齢者に関する幅広い分野の相談に応じています。 

③権利擁護 
　認知症などのため、介護や福祉に関するサービスの利用契約ができなかったり、悪質な訪問販売
の被害者になりかねない高齢者に対して、権利擁護の観点から支援を行います。また、成年後見制
度の利用支援や、高齢者に対する虐待の予防・早期発見といった取組みを行います。 

④包括的・継続的ケアマネジメント支援 
　介護、福祉、医療などのサービスが総合的かつ継続的に提供されるよう、ケアマネジャーへの支
援や関係機関や地域とのネットワークの構築などを行います。 

　
今
回
は
、社
会
福
祉
協
議
会（
社
協
）に
お
け
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

と
し
て
、流
山
市
社
協
の
「
流
山
市
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

執
筆
協
力:

流
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
流
山
市
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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形
成
に
向
け
て
 

鰭ヶ崎地区社協介護予防教室 

①住民サイド、インフォーマル
なケアネットワーク 

➡コミュニティ、地区社協、民
児協ボランティア等 
②関係（福祉、医療、介護サー
ビス）機関、専門職のネット
ワーク 
③利用者、家族等当事者のネ
ットワーク 

〈地域包括支援センターの主な業務内容〉 〈地域包括支援センターの主な業務内容〉 

私たちなりに考える目標 
～地域包括ケアネットワークって？ 

① 

② ③ 

①・②・③が鞠のように 
幾重にも重なっている 
ようなイメージ 

まり 
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い
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、徐
々
に
民
生
委
員

や
地
区
社
協
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
ご
と
や
、そ
れ

ぞ
れ
が
主
催
す
る
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
に
声
が
か
か
り
、

介
護
予
防
教
室
の
共
同
開
催
な
ど
一
緒
に
取
り
組
む

機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
 

　
②
の
関
係
機
関
、専
門
職
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
は
、介
護
予
防
プ
ラ
ン
を
軸
に
し
て
関
係
機
関

の
専
門
職
と
の
接
点
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
介
護
予
防
プ
ラ
ン
を
委
託
し
た
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
同
行
訪
問
や
、

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
へ
の
出
席
な
ど
を
通
じ
て
、

利
用
者
へ
の
対
応
を
一
緒
に
考
え
な
が
ら
プ
ラ
ン
づ

く
り
の
支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、市
内
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
連
絡
会
に
出
席
し
て
交
流
を
図
っ
た

り
、１０
月
か
ら
は
当
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催
の
情
報
交

換
・
交
流
会「
け
あ
ま
ね
っ
と
南
部
」を
毎
月
開
催
し
、

認
知
症
の
利
用
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

や
、消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
方
を
招
い
て
の
消
費
者

被
害
対
応
の
ミ
ニ
講
座
的
な
試
み
も
交
え
な
が
ら

進
め
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、徐
々
に
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談
が
支
援

セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、次
第
に「
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
手
ご
た
え

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
③
の
利
用
者
・
家
族
等
当
事
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
は
、個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、一
番
取

り
組
み
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
開
催
し
て
い
る
「
コ
ス
モ
ス

の
会
」
と
い
う
認
知
症
の
家
族
の
会
合
へ
出
席
し
、

多
く
の
家
族
の
悩
み
や
思
い
を
受
け
止
め
な
が
ら
、

「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
、こ
こ
に
い
る
み
ん
な
で
認
知

症
と
向
き
合
っ
て
い
る
」
と
い
う
精
神
的
な
つ
な
が

り
を
つ
く
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
民
生
委
員
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
皆
さ
ん
と

の
意
見
交
換
や
、セ
ン
タ
ー
に
相
談
に
み
え
る
方
の

中
に
も
認
知
症
に
悩
む
方
が
多
い
こ
と
を
知
り
、「
認

知
症
家
族
等
の
つ
ど
い
」
を
１１
月
と
２
月
に
開
催
、

大
勢
の
ご
参
加
と
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
は
こ
の
つ
ど
い
を
定
例
化
し
、認
知
症
を
か
か
え

る
家
族
等
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

    　
現
在
、私
た
ち
の
支
援
セ
ン
タ
ー
区
域
で
は
毎
月

２０
〜
２５
名
の
方
が
要
支
援
と
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
半
数
強
の
方
が
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
て
お
り
、直
接
の
プ
ラ
ン
作
成
と
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
へ
の
委
託
の
割
合
は
ほ
ぼ
半
々

で
す
が
、プ
ラ
ン
を
委
託
す
る
場
合
で
も
極
力
担
当

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
同
行
し
、マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
協
力

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
さ
れ
な
い
方
や
非
該
当
と
な
っ
た
方
の
お
宅
を

訪
問
し
、そ
の
方
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
、家
庭
や
地
域
の
環
境
、

社
会
資
源
な
ど
を
聞
き
取
り
、把
握
に
努
め
て
い
ま

す
。
そ
の
際
に
は
「
何
か
心
配
ご
と
や
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な

く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
」
と
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
 

　
※

特
定
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、当
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
区
域
で
１３０
名
弱
の
方
が
決
定
さ
れ
、介
護
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
ご
案
内
を
し
ま
し
た
が
、今
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
と
い
う
こ
と
で
、説
明
し
て

も
な
か
な
か
ご
理
解
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
多
く
、

結
局
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
ほ
ん
の

一
握
り
と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
た
だ
、今
回

介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
特
定

高
齢
者
に
つ
い
て
も
、民
生
委
員
・
地
区
社
協
・
自
治

会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
医
療
機
関
な
ど
と
の
何
ら
か
の

接
点
を
持
て
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
誰
か
が
関

わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
」
が
、今
後
問
題
が
生
じ

た
と
き
の
対
応
に
つ
な
が
り
、そ
の
際
の
「
引
き
出

し
」
を
い
く
つ
も
用
意
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
 

    　
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、病
気
や
介
護
等
の
不
安
を
抱

え
る
方
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

介
護
認
定
の
代
行
申
請
や
、暫
定
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、

住
宅
改
修
や
福
祉
用
具
の
手
配
な
ど
、退
院
後
や

認
定
後
に
備
え
て
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
探
し

や
取
り
次
ぎ
な
ど
の
業
務
も
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、最
近
で
は
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
民
生
委
員
、

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
の
情
報
や
相

談
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

特
に
、権
利
擁
護
ニ
ー
ズ（
高
齢
者
虐
待
や
成
年
後

見
等
）に
つ
い
て
の
相
談
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
は
、こ
れ
ら
の
相
談
傾
向
を
分
析
し
な
が
ら
、

高
齢
者
虐
待
防
止
対
策
や
成
年
後
見
制
度
利
用
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
な
が
る
よ
う
、多
く
の
地

域
の
方
や
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

    　
今
年
度
、制
度
改
正
の
目
玉
と
し
て
多
く
の
期

待
が
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
中

で
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
の
立
ち
上
げ
で

し
た
が
、開
設
か
ら
１
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

現
在
、こ
の
地
域
の
高
齢
者
支
援
に
携
わ
る
多
く
の

方
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、よ
う
や
く
方
向
性
と
な

る
支
援
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

支
援
が
必
要
な
方
と
そ
の
接
点
と
な
っ
て
い
る
人

や
機
関
、制
度
・
サ
ー
ビ
ス
と
を
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
ビ

ー
ズ
の
粒
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
、結
果
的
に「
輪
の
形
の
よ
う
に
」
と
、当
初
思

い
描
い
た
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
い
て
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
 

　
今
後
は
、介
護
予
防
に
加
え
て
認
知
症
、高
齢
者

虐
待
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、よ
り
身
近
な
相
談

機
関
と
し
て
機
能
し
、こ
れ
ま
で
つ
な
い
で
き
た
輪

が
相
互
に
重
な
り
合
う
「
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
構
築
で
き
る
よ
う
、支
援
セ
ン
タ
ー
を
運

営
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
状
況
 

総
合
相
談
・
権
利
擁
護
の
傾
向
 

お
わ
り
に
〜
「
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
 

ワ
ー
ク
」
の
発
展
・
強
化
に
向
け
て
〜
 

認知症家族等のつどい 

けあまねっと南部 

※市町村の健康診断等により、近い将来「要支援」・「要介護」状態になるおそれが高いと判断された高齢者 
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特 集 2

１．地域福祉フォーラムとは 
　福祉には「幸せ」、フォーラムには「示された話題について出席者全員が話し合いに参加するもの」という意味があります。千葉県
では地域の幸せをみんなで話し合って解決につなげる場をつくるため、地域福祉フォーラムの開催をすすめています。例えば、「空
き巣が多くて安心して暮らせない」「誘拐があるので子どもの登下校が心配」「災害が起きたら誰が助けてくれるのだろう」「独り暮
らしで寂しい」など、その他にも多くの何とかしてほしいという「暮らしニーズ（住民の願い）」があります。地域では、そのような暮
らしニーズを叶えるために行政や警察などの公的な機関やボランティアなどの民間が対応している場合がありますが、それらは膨
大でなかなか把握することや解決することも難しいのが現状です。そこで、そのような「社会資源」と、幸せを願う「住民自身」が暮
らしニーズを出して話し合い、みんなで力を合わせて解決につなげる取り組みを創る場「地域福祉フォーラム」が必要になります。 
 ２．地域福祉フォーラムの機能・役割 
①地域の課題・資源の把握、解決策の検討　②地域住民の意見の集約、行政への提言　 
③地域住民の参加意識の醸成、情報の収集・発信 
 ３．地域福祉フォーラムの構造（右図） 
　フォーラムは各圏域で開催して縦と横のつながりをつくることで活性化していきます。県全域から小域にかけてはフォー
ラムの開催支援を行い、小域から県全域にかけては更に暮らしニーズや取り組み方を広げていくことが重要です。 
 ４．実績 
　これまで地域福祉フォーラムは、小域17ヶ所、基本3ヵ所で活発に開催され、社会福祉協議会（小域16ヶ所・基本3ヶ
所）やNPO法人（小域1ヶ所）が事務局を担っています。詳細は県社協HPに既存フォーラムの状況等が掲載されてお
りますが、開催を検討してくださる団体には手続きを説明しますので、担当までご連絡をお願いします。 
TEL.043-245-1102　FAX.043-244-5201 
 
 

…その願いを叶える場《地域福祉フォーラム》の素晴らしさ！ 

　平成19年2月17日（土）、佐倉市
臼井公民館において佐倉市･王子台
地区社会福祉協議会による「住民福
祉懇談会（地域福祉フォーラム）」が
開催されました。初めての地域福祉
フォーラム開催となり、王子台地区社
協の福祉委員のほか、地域の小学校
の校長先生やこども会の代表等一般
の地域住民も加わった約60名が参
加し、「地域の防犯活動」をテーマと

した意見交換等を行いました。このフォーラムの前半では、平成18年に実施し
た防犯に関する２つのアンケートの結果報告がありました。 
 
町会別実態調査 ※抜粋（対象：王子台地区6町会＋他2町会）H18.7～8 
Q.防犯組織の実施主体は？ 
町会中心…3町会、ボランティア団体中心…4町会 
Q.活動資金は？ 
設立時…平均4万円、年間費用…平均5万円 
Q.活動の実施頻度は？ 
1週間あたり、2～3日活動…4町会が実施 
Q.活動の範囲は？ 
児童の登下校見守り…3町会が実施、悪徳商法…実施している町会なし 

 
世帯別実態調査 ※抜粋（対象：3500世帯うち、1099世帯）H18.11～12 
Q.空き巣・盗難・振り込め詐欺などの被害にあったことは？ 
「4世帯に1世帯」が被害 
Q. 児童登下校時に見守り活動に参加したことは？ 
「5世帯に1世帯」が参加 
Q.町内で優先させたい防犯対策は？ 
1位：空き巣・盗難等　2位：学童保護 

 
後半では、このアンケート結果に対し、フォーラム参加者から様々な意見が出さ
れました。 
 
地域パトロール参加者：「警察や町会のパトロールだけでは、なかなかケアしき
れない。犯罪に対しては、お互いの注意や個人個人の心がけが重要かつ最善の
策ではないだろうか」 
小学校の校長先生：「学校や町内会、PTA等の取り組みにより、児童が不審者か
ら声を掛けられる事は少なくなったが、地域住民の皆さんにも、夕方以降外で遊
んでいる児童がいたら、帰宅を促す声かけをして欲しい」 
子ども会メンバー：「子どもは見知らぬ人から声を掛けられると警戒するため、
大人は声を掛けづらい。昔は地域に商店街があって、子どもと大人が交流する土

壌があった。当時のようなふれあいがあって、はじめて声が掛けられる。町内会
の側溝清掃に子ども連れで参加し、顔見知りを増やすのはどうか」 
町会代表者：「地域の交番で犯罪情報を教えてもらえるようになったので、防犯
活動の参考に聞いてみて欲しい」 
　等、それぞれの分野の住民からたくさんの意見が出され、フォーラムが町会の
情報交換の場としても機能している様子が伺えました。 
 
　意見交換のまとめとして、王子台地区社協防犯部長の山口さんから、「できる
人ができる時に、できる事をやる。防犯に関してはコレに尽きると思います」
という言葉が印象的でした。 
 
 
王子台地区社協のこれからと 
地域福祉フォーラム 

 
　王子台地区社協会長、岩吉外茂治氏にお話を伺い
ました。 
Q1．王子台地区社協の概要について 
　王子台地区社協は王子台1丁目から6丁目を活動
地域とし、平成17年4月に発足しました。現在57名
の福祉委員が、広報部会、高齢者部会、児童部会、友
愛訪問部会、ボランティア部会、防犯部会の6つの専
門部会にて、年間を通じてさまざまな活動を行って
います。地区社協は、高齢者や児童を対象にした活
動や今回のような地区の防犯活動など、町内会や小
学校等地域の組織がケアしきれない部分のフォロー
を行うとともに、各組織と連携し活動することにより、より住みやすい地区
にしていくことを目的としています。 
Q2．地域福祉フォーラム初開催の感想について 
　昨年4月よりフォーラム部会を立ち上げ、テーマ等について検討を重ね
今回の開催に至りました。今回のフォーラムはテーマが防犯についてでし
たが、アンケート結果や参加者の意見から、防犯活動については参加しやす
い形を作っていくのが今後の課題としてはっきりしました。学童保護に関し
ては、住民一人一人が生活の中で子どもを意識していくこと、悪徳商法に関
しては、高齢者向けの勉強会の開催等個別の対応をしていく必要性を感じ
ました。 
Q3.今後の課題や展望について 
　当面は防犯をテーマに、今後は4カ月に1回くらいの頻度で開催していき
たいと考えています。回を重ねれば参加者も増えると思いますので、今後
は参加する方がもっと意見交換できるような形で進行したいです。福祉活
動の関係者だけではなく、一般の地域住民の方たちも広く参加して頂ける
ようなフォーラムにしていきたいと思っています。 

岩吉外茂治氏 

千葉県全域 

広域福祉圏 
〈16圏域〉（14健康福祉センター・千葉・船橋） 

基本福祉圏 
〈56市町村〉 

小域福祉圏 
小学校区または 
中学校区 

暮
ら
し
の
ニ
ー
ズ
を
話
し
あ
い 

　
力
を
あ
わ
せ
て 

　
　
解
決
に
つ
な
げ
よ
う 
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特 集 3

…ある日、人ごとではなくなるかも？ 

認知症チェック（RDSTテスト） 

みなさん、「生活福祉資金」をご存じですか？ 
　社会福祉協議会では民生委員と連携して、比較的所得が少ない世帯・障害者の世帯・高齢者の世帯に
対して「生活福祉資金」の貸付をおこなっています。 

【資金種類（例）】出産費、葬祭費、転宅費、福祉用具購入費、障害者のための自動車購入費、住宅の増改築
または改修のための資金、高校・大学・専門学校等の修学費および入学の際の支度費、療養費、介護等費、
被災した際の再建資金、技能習得のための資金、緊急小口資金、離職者支援資金、長期生活支援資金等

※貸付条件（貸付対象、貸付限度額、返済期間、利子、連帯保証人の有無等）は資金種類ごとに異なります。 
※貸付制度ですので返済の義務があります。なお、貸付審査の結果貸付に至らない場合もあります。 

資金についての相談窓口／お住まいの市区町村社会福祉協議会または民生委員へご相談ください。 
千葉県社会福祉協議会 　043-245-1551

問　1  
スーパーマーケットやコンビニエンスストアで買えるものをできるだけ
たくさん思い出して用紙に記入して下さい。（制限時間1分） 

採　点 
4個以下が0点。5～7個が2点。8～10個が4点。 
11～13個が6点。14個以上8点。（重複する回答があった場合は1点） 

問　2  
漢数字をアラビア数字に、アラビア数字を漢数字に直して下さい。 
〈例〉41→四十一、三十六→36 
（1）209→　（2）4054→　（3）六百八十一→　（4）二千二十七→ 

採　点  
〈答え〉（1）二百九 （2）四千五十四 （3）681 （4）2027　  …各1点 

※問2は、アルツハイマー病の認知症患者特有の間違え方があるので、識別のポイントとなります。 
　（漢数字とアラビア数字が混ざってしまったり、1つの数字が2つに分解されて積み上げられたりします。） 

 
 

Q若年性認知症とは？　 A若年性認知症とは65歳未満で発症する認知症のことで、病状や治療法などは高
齢者がかかる認知症と大差ありません。最も多いのはアルツハイマー病ですが、ほか
に脳血管障害やピック病、頭部外傷など様々な要因で認知症になることが知られてい
ます。「思い出せない」「道に迷う」といった症状から始まり、進行すると仕事を続ける
ことも困難になるので休職や退職をせざるを得なくなり、5～10年ほどで日常生活を
自力で送ることが困難になります。若年性認知症の患者さんは、全国に2万7000～
3万5000人いると言われていますが、若年性認知症の場合は自覚のない人も多いと
思われるので、正しい患者数は定かではありません。 
 Q認知症？と思ったらまず何をすれば？　 A「物忘れが激しくなった」「今までできていた仕事ができなくなった」「何度も同
じ事を話すようになったと言われる」といった症状に心当たりがあったら、物忘れ外来
がある総合病院の精神科等専門医に相談を。アルツハイマー病の治療は、早期である
ほど効果があると言われているので、ご自分やご家族のためにも勇気を出して病院へ
行ってみてください。 
 Qどんな治療をするの？　 A若年性認知症の要因にもよりますが、治療法は限られており、薬の効果も病気の
進行状況や環境などによって違ってきます。国内では、軽中度のアルツハイマー病の
進行を抑える治療薬として「アリセプト」という薬が認可されていますが、全ての患者
さんに同じように効果があるわけではありません。また、認知症に伴う、うつ症状や妄想、
不眠などの症状は薬で改善することが出来ます。そして、認知症の場合はこうした薬
物治療のほかに生活環境の調整が必要になります。 

 Q若年性認知症の社会的な問題点は？　 A働き盛りの患者さんの場合、家庭での経済的及び精神的な負担が大きな問題点
です。また、若くして発症し重症化するまでは家庭での介護が生活の基本となるため
高齢者の場合よりも期間も長くなり、介護負担が大きくなります。 
 Q利用できる制度は？　 A40～64歳の老化に伴う認知症は、介護保険が適用されます。また、精神または
身体の障害の程度が重度の場合は、特別障害者手当制度の対象となります。年金は通
常65歳以降の支給ですが、20歳以上の国民は、精神疾患や身体疾患にかかり初診日
より1年6カ月を経ても傷害が認められる場合、65歳以前であっても精神障害者また
は身体障害者年金の申請ができます。まずは、お住まいの市町村で適応の有無を相談
してみてください。  Q利用できるサービスは？ A介護保険法の改正に伴い平成18年4月1日から各市町村に創設された地域包括
支援センターは、介護を含む生活支援の総合窓口として活用できます。介護保険が適
用された場合は、デイサービスやショートステイといったサービスを利用できますが、
若年性認知症の場合、対応できないという理由で断られることも少なくないようです。
また、若年性認知症の方は働いていた頃のような社会的な関わりを望んでいることが
多いので、「利用者に何かを教えたりヘルパーさんをサポートするなど、本人がやりが
いを感じることをさせてほしい」といった施設側への働きかけをしてみることは大切
かもしれません。また、ひとり暮らしの方などで日常生活に不安のある方には財産管理
や福祉サービス利用援助などを行う「地域福祉権利擁護事業」があります。お近くの
市町村社会福祉協議会へご相談してみて下さい。 
 Q「認知症の人と家族の会」とは？　 Aまだ社会的な対策や制度が整っていない1980年に、認知症の人を支える家族
がお互い助け合うことを目的に結成されました。本部は京都ですが現在41都道府県
に支部があり、8,600名の会員を擁する民間団体です。千葉県支部の主な活動として
は、「つどい」と言われる介護家族を中心とした交流会や研修会・講演会の開催、月1
回の機関誌の発行や週4回の電話相談などを行っています。 
 Q介護する側が気を付けなければならない事は？　 A高齢者の認知症については支援制度や情報も豊富になってきていますが、若年
性認知症に関してはまだまだ手探りの状態と言えます。介護経験者の立場からアドバ
イスできるのは、介護においても個人を尊重するということです。病状が進行して忘
れることが多くなっても、「感情」と「プライド」はなくならないものです。例え理解で
きない言動や行動をとられても、それは病気がさせることと介護者自身が理解し、「嫌
がることはやらせない」「できること・やりたいことは全力でサポートする」ことです。
そしてもうひとつ、何もかも１人で抱え込まないようにすること。施設や制度、家族や
親戚、友人、時にはご近所の方に頼って、息抜きすることも必要です。 

社団法人 認知症の人と家族の会 
千葉県支部　代表 
宮原　二三代さん 
自らも認知症の家族の介護経験を持ち現在は家族の
会の世話人として、認知症の人とその家族のケアを行
っています。 

答えてくれたのは 
 

社団法人 認知症の人と家族の会 
千葉県支部 電話相談窓口 TEL.043-204-8228　FAX.043-204-8256 
相談日／月・火・木・土　時間／11:00～15:00　相談料／無料 

ご自身やご家族が、「あれおかしい？」と感じたらセルフチェックを！ 
認知症チェック（RDSTテスト） 

問1と2の合計点数が7点以下は認知症が疑われます。4点以下は強く疑われます。（気になる症状がある場合は、判定基準に関わらず、専門医へご相談下さい。） 

認知症チェック（RDSTテスト） 

判定 
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法律相談 会計相談 労務相談 

3月 

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

14（水）・28（水） 

11（水）・25（水） 

9（水）・23（水） 

13（水）・27（水） 

11（水）・25（水） 

8（水）・22（水） 

5（月）・19（月） 

2（月）・16（月） 

7（月）・21（月） 

4（月）・18（月） 

2（月）・17（火） 

6（月）・20（月） 

7（水）・22（木） 

4（水）・18（水） 

2（水）・16（水） 

6（水）・20（水） 

4（水）・18（水） 

1（水）・16（木） 

あなたに合ったサービスを見つけるために ～公表されている情報を活用してください～ 

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
 

ー
新
た
に
3
サ
ー
ビ
ス
追
加
ー
 

 　
平
成
１８
年
４
月
の
介
護
保
険
法
の
改
正
の
な
か

で
、利
用
者
の
自
立
支
援
・
自
己
選
択
の
手
段
と
し

て
新
た
に
制
度
化
さ
れ
た
、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報

の
公
表
」
に
つ
い
て
は
、事
業
者
が
年
に
一
回
、全
国
一

律
の
項
目
に
よ
り
、情
報
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
初
年
度
で
あ
る
今
年
度
の
状

況
は
、昨
年
７
月
か
ら
今
年
の
３
月
ま
で
に
、新
規

事
業
所
を
含
め
県
内
の
全
事
業
所
の
情
報
を
、県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。
９
サ
ー
ビ

ス
ご
と
に
、地
域
は
も
ち
ろ
ん
、関
心
の
あ
る
項
目

を
絞
っ
て
、３
件
ま
で
同
時
に
比
較
検
討
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
 

　
千
葉
県
社
協
は
、県
内
に
あ
る
１９
の
調
査
機
関
の

１
つ
と
し
て
、今
年
度
は
、１０８
ヶ
所
の
調
査
を
行
い
、

県
へ
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、２
月
１０
、１１
、１２
日
に

は
、調
査
員
養
成
研
修
を
行
い
、３４
名
の
新
た
な
調

査
員
を
養
成
し
ま
し
た
。
 

　
来
年
度
は
、医
療
系
の
３
サ
ー
ビ
ス（
介
護
療
養

型
医
療
施
設
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）が
、新
た
に
調
査
の
対
象
と
な

り
、７
月
か
ら
訪
問
調
査
が
始
ま
り
、終
了
後
に
順

次
、公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

 来
年
度
に
対
象
と
な
る
事
業
 

　
①
訪
問
介
護
②
訪
問
入
浴
介
護
③
訪
問
看
護
④

通
所
介
護
⑤
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
⑥
福
祉

用
具
貸
与
⑦
居
宅
介
護
支
援
⑧
介
護
老
人
福
祉
施

設
⑨
介
護
老
人
保
健
施
設
⑩
介
護
療
養
型
医
療
施

設
⑪
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
⑫
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
 

 公
表
す
る
情
報
 

　
【
基
本
情
報
】（
法
人
・
事
業
所
の
所
在
地
、職
員

数
、サ
ー
ビ
ス
内
容
や
料
金
、苦
情
･
相
談
窓
口
の

有
無
な
ど
）と
、【
調
査
情
報
】（
契
約
書
へ
の
サ
イ
ン

の
有
無
、マ
ニ
ュ
ア
ル
の
有
無
、会
議
・
研
修
の
実
施

記
録
な
ど
）の
２
つ
に
つ
い
て
行
い
ま
す
。
 

　
平
成
１９
年
度
内
に
、新
規
事
業
所
と
し
て
、サ
ー

ビ
ス
提
供
を
始
め
る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、【
基
本

情
報
】の
み
、提
出
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
 

 福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
 

ー
評
価
機
関
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
ー
 

 　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
は
、福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
が
、第
三
者
か
ら
客
観
的
・
専
門
的
な
評
価

を
受
け
る
こ
と
で
、事
業
者
自
ら
が
行
う
サ
ー
ビ
ス

の
課
題
を
把
握
し
、サ
ー
ビ
ス
の
質
の
改
善
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。
対
象
と

な
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、児
童
・
障
害
・
高
齢
者
福
祉

施
設
な
ど
で
す
。
 

　
千
葉
県
で
は
、事
業
者
自
ら
が
任
意
で
、県
の
認

証
を
受
け
た
評
価
機
関
と
契
約
し
、事
業
者
自
身

に
よ
る
自
己
評
価
お
よ
び
、評
価
機
関
の
評
価
調
査

員
に
よ
る
訪
問
調
査
・
書
面
調
査
、ま
た
、利
用
者

調
査
を
行
い
ま
す
。
県
の
定
め
る
項
目
の
評
価
基

準
に
基
づ
い
て
、サ
ー
ビ
ス
の
質
の
達
成
度
を
Ａ
Ｂ

Ｃ
の
３
段
階
で
評
価
・
コ
メ
ン
ト
し
ま
す
。
受
審
は

任
意
で
す
が
、自
ら
を
省
み
る
機
会
、利
用
者
の
声

を
聞
く
機
会
、外
部
の
意
見
を
聞
く
機
会
と
し
て
、

事
業
者
の
積
極
的
な
受
審
が
望
ま
れ
ま
す
。
 

　
千
葉
県
社
協
は
、今
年
２
月
に
第
三
者
評
価
機

関
と
し
て
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら

の
本
格
的
な
実
施
に
向
け
、準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 認
知
症
高
齢
者
 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
外
部
評
価
 

ー
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
に
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
ー
 

 　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
中
で
も
、認

知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
外
部
評
価
事
業
は
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
し
、向

上
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
し
て
平
成
１７
年
度
か
ら

年
に
一
回
、義
務
化
さ
れ
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
 

　
千
葉
県
社
協
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、今
年
度

も
評
価
機
関
の
１
つ
と
し
て
、６７
カ
所
の
評
価
を
行
っ

て
い
ま
す
。
 

　
昨
年
４
月
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、利
用

者
が
地
域
の
中
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
制
度
的

に
保
障
す
る
た
め
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
、市
町
村
が
管
轄
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
１
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
、昨
年
１０
月
に
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外

部
評
価
と
し
て
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
業
所
が
対
象
と
な
り
、新
た
な

自
己
評
価
・
外
部
評
価
項
目
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
千

葉
県
で
は
１１
月
に
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部

評
価
実
施
要
領
」
が
出
さ
れ
、新
た
に
、１２
の
評
価

機
関
が
認
証
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
年
度
、１
月
〜
３
月
に
か
け
て
は
、今
ま
で
の

評
価
項
目
・
評
価
機
関
と
新
し
い
評
価
項
目
・
評
価

機
関
が
並
行
し
て
、評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来
年

度
か
ら
は
、す
べ
て
、地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
外
部

評
価
の
も
と
で
、評
価
が
行
わ
れ
ま
す
。
 

　
千
葉
県
社
協
は
、新
し
い
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

外
部
評
価
機
関
で
は
な
い
の
で
、今
年
度
で
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
外
部
評
価
事
業
は
終
了
い
た
し
ま
す
。
今

年
度
の
結
果
に
つ
い
て
は
、順
次
W
A
M-

N
E
T

（h
ttp
://w

w
w
.w
a
m
.g
o
.jp

）に
公
表
し
て
い
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

★
問
い
合
わ
せ
先
 

千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
評
価
推
進
班
 

　
０
４
３
‐
２
４
５
‐
２
９
４
０
 

★
各
制
度
に
つ
い
て
、詳
し
く
は
、千
葉
県
健
康
福

祉
指
導
課
評
価
推
進
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.c
h
ib
a
.lg
.jp
/s
yo
zo
ku
/c

_s
ya
fu
ku
/h
yo
u
ka
/

お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い  

社会福祉施設経営相談 
 
　福祉施設の運営にまつわる法律問題や会計税務、労
務についての相談に応じています。事前に電話かメー
ルでご連絡ください。 
　時間はいずれも午前10時～正午までです。 
《千葉県社会福祉施設経営相談室》 
直通電話 TEL.043-245-4450 
不在のときは TEL.043-245-1103



 
 
 
 
 
 
 
  ～生活支援員に応募してみませんか？～ �地域福祉権利擁護事業・生活支援員募集案内 
 
　千葉県社会福祉協議会・千葉県後見支援センターでは、認知症高齢者、
知的障害者、精神障害者など、日常生活において判断能力に不安のある方々
との契約により、日常生活における福祉サービスの利用援助や日常的な金
銭管理等の支援・大事な書類等の預かりなどを通じて、利用者の方々が地
域で安心した生活を送れるようお手伝いをする「福祉サービス利用援助事
業（地域福祉権利擁護事業）」を行っています。 
　そして、実際に利用者の支援として、支援計画に基づいて定期的に自宅に
訪問し、必要に応じた福祉サービス利用援助や預貯金の出し入れ、支払い代
行を行う人を『生活支援員』と呼びます。「福祉サービス利用援助事業（地域
福祉権利擁護事業）」の担い手である『生活支援員』に応募してみませんか？ 
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お気軽にご参加下さい 

20歳以上の方（概ね70歳未満） 
・ボランティア活動や福祉に関心を持ち、生活支援員として市町村社
会福祉協議会と協力して取り組んでいただける方 
（※現在、民生委員児童委員やホームヘルパーとして活動している
方は除きます。） 
・平日で週1回、１時間程度活動が可能な方 
・本会が指定する生活支援員養成研修を受講できる方 

①身分：社会福祉協議会非常勤職員 
②活動時間：1回の活動時間は約1時間（移動時間含まず） 
③手当：1回につき1,000円の謝金をお支払いいたします。 
④その他：地域福祉権利擁護事業保険に加入（社協負担） 

千葉県社会福祉協議会・千葉県後見支援センター 
TEL.043-204-6012　FAX.043-204-6013

千葉県社会福祉協議会において、生活支援員養成研修を実施いたし
ます。なお、受講されない場合は登録できません。 

各市町村社協で若干名（在住各市町村社協でご確認ください。） 

応募資格 

募集人数 

待遇 

登録のた 
めの研修 

申込み 

情報フラッシュ 
 
　移送サービスに関する情報 
 
  千葉県移送サービス連絡会より 
　千葉県移送サービス連絡会は、平成17年6月、移動困難者の移動の自由
を確保するために活動している関係者が集い組織されました。組織後は幹
事会を中心として定例会・福祉有償運送運転者講習会を開催してきました
が、昨年10月、さらに確実な活動を行なうため、規約や会費などの詳細を
決める必要があり、改めて設立総会を行ないました。 
　会長には猪野裕子さん（移送ボランティアグループわかば）が就任しまし
た（2/7現在33団体・個人が加入）。今後は、定例会（学習・話し合いの場）
の開催、福祉有償運送運転者講習会（5月以降）、インストラクター養成研
修の開催、会員の連携強化、会報の発行、その他、必要な情報の提供などを
行う予定です。 
　移動困難者の多様なニーズに応えるには、有償（道路運送法78条による）
や無償（実費の範囲程度）の各団体が、お互いのサービスをつなぎ連携し
ていくことが重要になります。連絡会は多くの方のご加入によって発展し
てゆきます。有償・無償を問わず皆様のご加入をお待ちしております。 
 
  千葉県社会福祉協議会より 
　社会福祉協議会の役割の１つとして市民活動の組織化・活性化への支援
があります。県社協は千葉県移送サービス連絡会立ち上げ当初から事務局
として関わっており、昨年10月以降は連絡会の役員を中心に活動を行って
いただいております。将来的には連絡会が県社協から完全に独立して事務
局を置き、互いに連携する組織として関係を築きたいと考えています。なお、
3月26日に「福祉有償運送シンポジウム（千葉県主催）」を開催し、また県
内移送サービス実施団体のデータブックの作成も行なう予定です。 
★千葉県移送サービス連絡会・千葉県社会福祉協議会の 
　詳細情報については、 
　県社協HP「地域福祉情報」をご覧ください。 
■事務局　千葉県社会福祉協議会　地域福祉推進部 
　TEL.043-245-1102　FAX.043-244-5201
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大
切
な
人
へ
伝
え
た
い
 

思
い
を
書
き
込
む
一
冊
 

 　
全
国
の
新
聞
や
ラ
ジ
オ
、テ
レ
ビ
等
の
マ
ス
コ

ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
話
題
の
一
品
、「
心
の

遺
言
ノ
ー
ト
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？
大
切
な
人
へ
、

も
し
も
の
時
に
伝
え
た
い
思
い
や
知
ら
せ
て
お

き
た
い
事
を
自
由
に
書
き
込
め
る
こ
の「
心
の
遺

言
ノ
ー
ト
」
は
、２
０
０
６
年
８
月
に
発
行
さ
れ

ま
し
た
。
い
ち
か
わ
社
協
の
ス
タ
ッ
フ
が
民
生
委

員
の
方
等
に
リ
サ
ー
チ
し
地
域
の
高
齢
者
の
意

見
を
広
く
吸
い
上
げ
、何
度
も
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
完
成
ま
で
に
実
に
２
年
も
の
年
月
を
費
や

し
た
と
言
い
ま
す
。ノ
ー
ト
作
り
の
き
っ
か
け
は

い
ち
か
わ
社
協
の
地
域
福
祉
活
動
計
画
で
、こ
の

計
画
の
中
の
「
地
域
で
暮
ら
し
死
を
迎
え
る
と

い
う
こ
と
に
あ
た
り
社
協
と
し
て
何
か
出
来
る

こ
と
は
な
い
か
」
と
い
う
思
い
か
ら
、遺
言
ノ
ー

ト
を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
か
と
い
う
発
想
が
生
ま

れ
た
そ
う
で
す
。こ
う
し
た
遺
言
ノ
ー
ト
を
社
会

福
祉
協
議
会
が
手
が
け
る
の
は
、全
国
的
に
見
て

も
例
が
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
 

 自
分
流
に
書
き
込
め
る
 

使
い
や
す
さ
が
ポ
イ
ン
ト
 

 　
ノ
ー
ト
は
バ
イ
ン
ダ
ー
形
式
で
、自
分
が
必
要

な
部
分
は
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
出

来
ま
す
。
記
述
式
の
中
面
は
、過
去
・
現
在
・
未
来

の
大
項
目
で
構
成
さ
れ
、簡
単
な
自
分
史
や
日
々

の
暮
ら
し
、自
作
カ
ル
テ
や
財
産
の
記
録
、葬
儀

に
つ
い
て
の
希
望
と
い
っ
た
内
容
を
、書
き
た
い

と
こ
ろ
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
る
こ
と
も
大
き
な

特
徴
で
す
。
文
字
は
大
き
く
読
み
や
す
く
、表
紙

に
は
い
ち
か
わ
社
協
の
ス
タ
ッ
フ
が
描
く
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
て
る
ぼ
」
を
起
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、優
し
い
雰
囲
気
の
デ
ザ
イ
ン
も
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
も
の
で
す
。
重
く
と
ら
え
ら
れ
が
ち
な

「
遺
言
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
、明
る
く
扱
っ
て
い
ま

す
。
市
販
の
も
の
は
革
張
り
な
ど
の
立
派
な
装
丁

で
高
価
な
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、「
心
の
遺
言

ノ
ー
ト
」
は
、バ
イ
ン
ダ
ー
式
で
Ａ
４
判
４０
ペ
ー
ジ

と
書
き
や
す
い
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
、１
０
５
０
円
と

い
う
価
格
で
す
。
発
行
以
来
増
刷
を
重
ね
、北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
規
模
で
問
い
合
わ
せ
や

注
文
が
入
り
、現
在
４
５
０
０
部
を
販
売
し
て
い

ま
す
。
自
分
用
に
購
入
し
た
後
、友
人
や
親
御
さ

ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
に
と
ま
と
め
て
購
入
さ
れ

る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。
 

 生
き
て
い
る
「
今
」
を
 

振
り
返
る
チ
ャ
ン
ス
に
 

 　
こ
の
ノ
ー
ト
の
制
作
を
担
当
し
た
川
名
さ
ん

と
山
田
さ
ん
は
、「
自
分
に
は
必
要
な
い
と
思
っ

て
い
る
方
も
多
い
け
れ
ど
、死
は
身
近
な
も
の
と

思
っ
て
、ま
ず
自
分
の
使
い
勝
手
の
良
い
よ
う
に

書
い
て
み
て
欲
し
い
の
で
す
。
書
き
こ
む
際
に
家

族
と
あ
れ
こ
れ
相
談
す
る
こ
と
で
、家
族
の
絆
づ

く
り
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
い
ち
か
わ
社
協
で
は
、ノ
ー

ト
を
使
っ
た
新
た
な
福
祉
活
動
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
、遺
言
講
座
や
年
金
講
座
と

い
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
記
入
し
た
ノ
ー
ト
を
預
か
る
サ
ー
ビ
ス
な

ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、い
ち
か
わ
社
協
元
理
事
で
作
家
の
中
津

攸
子
さ
ん
が
ノ
ー
ト
の
監
修
を
担
当
さ
れ
、「
制

作
に
携
わ
っ
た
若
い
ス
タ
ッ
フ
の
熱
意
で
大
変
温

か
い
も
の
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
自
分
の
死
と
向

き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
る
こ
と
を
見
つ
め
直

し
、家
族
を
含
め
周
囲
の
ひ
と
に
優
し
く
誠
実
に

接
す
る
こ
と
で
最
期
の
時
に
生
ま
れ
て
き
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
よ

り
よ
く
生
き
る
こ
と
は
、よ
り
よ
く
死
ぬ
こ
と
な

の
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
心
の
遺
言
ノ
ー
ト
は
、い
ち
か
わ
社
協
事
務
局

で
直
接
購
入
で
き
る
ほ
か
、同
事
務
局
宛
で
電
話

注
文
も
出
来
ま
す
。
送
料
は
１
冊
の
場
合
６
４
０

円
（
２
冊
以
上
は
注
文
時
に
要
問
い
合
わ
せ
）
、

支
払
方
法
は
代
金
引
換
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
た

め
に
、残
さ
れ
る
家
族
の
た
め
に
、明
日
か
ら「
心

の
遺
言
ノ
ー
ト
」
を
書
き
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

編集・発行 社会福祉法人千葉県社会福祉協議会 

編 集  

後 記  

　千葉県社会福祉協議会のセンターの洗面所には、いつもきれいなお花が飾ってあるのをご存知ですか？ 
　「お花が好きだから」と、季節に合わせたお花を持って来て下さっているのは、毎日センターをきれいにして下さ
る清掃員の女性の方です。誰に頼まれた訳でもなく、お花を飾って下さっていることを知って、温かい気持ちになり
ました。たとえ人が見ていないところでも、誰かを思いやる気持ちを持って過ごしたいものですね。（Y） 
 

⇧「心の遺言ノート」の監修
を担当された中津攸子さん 

⇧マスコットキャラクターの
生みの親でもある川名成和
さん 

⇧「心の遺言ノート」の企画
から携わっている山田龍明
さん 

⇧バインダー式ノートにこだわりが満載 

社会福祉法人 

市川市社会 
福祉協議会 

市川市 

〒272-0026 
市川市東大和1-2-10 
TEL 047-320-4001 
http://www.fukusi.jp/

←東京 千葉→ 
市川市役所 
● 

八幡市民談話室 
● 
国道14号 

産業道路 

●交番 
● 

セブン 
イレブン 

●ampm

● 
消防署 

● 
メディア 
パーク 

ニッケ 
コルトンプラザ 

● 

●勤労福祉 
　センター 

↓行徳・浦安 

郵便局● 

●長崎屋 
 
 

●マクドナルド 

●   
ハロー 
ワーク 

● 
文化 
会館 

不二家● 

JR本八幡駅 


